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                   要約 

 

 本稿は Debondt and Thaler (1985) の研究手法をべースとし，上海 A 株式市場の 8 年間

のデータを用いて，リターンリバーサルとモメンタム現象について実証分析を行う．リタ

ーンリバーサルに関して有意な結果が得られなかった中国の既存研究と異なり，本稿の結

果は中国株式市場に強いリターンリバーサルが存在することを示唆し，Debondt and Thaler 

(1985) の結果と類似する．ただし，モメンタム現象が存在せず，むしろ検証期間が短いほ

どリターンリバーサルが顕著である．これらの結果は金融危機等を考慮しても頑健である． 
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